
宣教師を通して海外の情

疑問Window

1. もし鎌倉時代で武家政権が終焉していたら

2. もし天皇家が女系だったら
3. もし徳政令が現代日本で出されたら

4. もし織田信長が本能寺で殺されていなかったら

5. もし第二次世界大戦で勝っていたら

仮説Window

1. 戦国時代がより長期に渡り続いたと考えられる

2. 日本は世界で最も進んだ女性権利先進国となっていたと…
3. 日本経済が回らなくなると考えられる

4. 日本の領土が増えていたと考えられる

5. 今のアメリカの立ち位置に日本がいたと考えられる

追加 追加

可視化Window

ノードを追加

日本の領土増えていた

仮説

信長は朝鮮侵攻を計画していた 鋭敏な国際感覚を持っていた

多くの宣教師が世界中に訪れていた

南蛮への関心が高かった

根拠１

推察

根拠２

根拠５ 根拠４

時代背景

歴史を教材とした
仮説論証能力育成システムの考察

瀬田研究室 1141100181 土井拓磨
研究背景

◆研究対象：WEBで探索的な学習を行う人

自身の既有の知識を論理的に繋げ、仮説を生成する

□想定される困難

考える要素が十分か、論理的飛躍がないかをチェック

支援システム（実装中）

□学習者の目標

Stage1

□想定される困難

□学習者の目標

Stage2

◆先行オーガナイザ[David Ausubel, 1960]
受容学習において有意味学習を行うための導入教材

■先行オーガナイザの特質

• 学習者既有の知識で構成されている

• 学習内容自体の諸事項の関係性、
全体としてのまとまりを示すもの

• 知識の詰め込み中心な学校教育

！新たな気付きを得る機会が少ない

！立論や論証を行う能力を育む機会が少ない

研究仮説

本システムを利用した学習者は、意識中に先行オーガナイザが提示する
ものと同じ意識を持ちつつ、有意味発見学習を行えるのではないか

提案手法

① 歴史イベントを構成する要素を記述するフォームを用意
・同時代の時代背景
・長期・短期
・登場人物とその利害関係 etc..

②〜④
学習者はWEBページを閲覧し学習を行いつつ、
自身の仮説との論理的関係を右図の様に整理する必要がある。
インターフェイスにこれを可視化することによる支援

今後の課題

u 立てられた仮説が論理的であるか否かを評価する
u 紙ではできない、計算機ならではの機能を実装する

■先行オーガナイザの例

仏教徒に対し、予め身近な仏教の知識を想起
させた上でキリスト教を比較的に説明する等

仮説1 仮説2
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事実C 背景

事実E

背景
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⇔

根拠 根拠 根拠根拠

根拠 推察 推察

対立

WEBページ

Stage2:仮説論証画面Stage１：仮説生成画面

②〜④ 仮説の可視化画面

仮説の論理関係が

可視化画面に表示される

学習分類マトリクス[David Ausubel, 1960]

歴史イベントの原因やプロセスを把握
知識を論理的に繋げること

− ①
− ②

考える要素が必要十分か適切に判断する
論理的飛躍がないか判断する

− ③
− ④

発見学習を有意味に行うためには、
学習者自身が知識の関連に気づかなければならない

学習サイクル

独自の知識を構成できる

疑問が生まれ、更に学習が促進される

効果的な学習機会の提供

有意味学習

暗記学習

発見学習受容学習

有意味受容学習

Ausubelの対象 本研究の対象

有意味発見学習

※有意味学習：学習者自身が、学習内容を既有の知識と関係付けながら行う学習
※発見学習：発見という行為を通して学習内容を習得することを目指す学習

事実A 事実C事実B

仮説

Stage1：事実を参照
①

Stage1：仮説を生成
②

Stage2：仮説を支持する事実を探索
③

Stage2：仮説を修正
④

先行研究

学習ドメイン：歴史

仮説生成・論証能力を育成する環境の構築研究目的

• 多くの仮説が考えられる課題
• 論理性が重要な課題

課題に求められる要件

• 学校で特に暗記的な学習になりがちな科目
• 多様な解釈が存在する余地がある

本研究の歴史課題特性

• 人間が起こした重要な事柄に関して、
筋が通った判断をしなければならない

Stage1：自身の既有の知識を論理的に繋げ、仮説を生成する

Stage2：仮説を見直し、考える要素が十分か検証し、論理的に論証する

新たな仮説

問題あり

問題なし

仮説生成Window

長期利害

• 当時の時代背景

登場人物 短期利害

追加

安土桃山時代の始期と終期には複数の見解が存在する。始期は、織田信長が足利義昭を

奉じて京都に上洛した永禄11年(1568年）、義昭が京都から放逐されて室町幕府が事実上

の滅亡に追い込まれた元亀4年（ 1573年）、安土城の建設が始まった天正4年（ 1576年）と

する考えもある。時代政権の在り処に関わらず、秀吉や同時代の有力者が好んだ華やかな
空気が、なお日本を支配していたと認識されているためである。当時の文化的中心であった

京都および周辺地域では、秀吉を継いだ秀頼によりなおも活発な社寺建設が行われていた

し、それに倣って各地でも作事が活発であり、関ヶ原の戦いによる政権交代によって文化的

断絶までが生まれたわけではなかった。だが豊臣家が滅亡した元和偃武以後、世相の安定

を背景に、桃山文化は変質していき、一方では洗練の度合いを増し桂離宮などの瀟洒な数
寄屋建築を生みだした。

織田信長

明智光秀
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①知識分節化・言明作成
仮説の設定とその論理構造の作成

ノード自動生成
書き込まれた言明がノードとして表示される

先行オーガナイザを発見学習の文脈で意識させる様な研究は存在しない

しかし


